
大
阪
府
連
で
は
、
劇
映
画
「
望
郷
の

鐘
―
満
蒙
開
拓
団
の
落
日
」
に
ひ
き
つ

づ
き
、
七
〇
年
前
の
日
本
の
中
国
侵
略

戦
争
の
史
実
を
描
い
た
映
画
「
ソ
満
国

境

十
五
歳
の
夏
」
を
十
二
月
十
八
日
、

「
ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
で
四
回
上
映
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

十
二
月
の
上
映
に
先
だ
ち
十
月
二
九

日
試
写
会
が
あ
り
、
地
域
、
団
体
か
ら

四
五
名
が
鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。
渡
辺
武

府
連
会
長
が
十
二
月
の
上
映
を
成
功
さ

せ
る
た
め
、
前
売
り
券
の
普
及
な
ど
の

協
力
を
訴
え
ま
し
た
。

こ
の
映
画
は
、
十

年
の
構
想
と
製
作
期

間
を
経
て
完
成
し
た

作
品
で
、
終
戦
間
近

の
１
９
４
５
年
五
月
、

田
原
和
夫
氏
（
本
作

品

の
原

作
者

）
ら

「
満
州
」
新
京
第
一

中
学
の
三
年
生
１
２

０
人
が
ソ
満
国
境
の

農
場
に
勤
労
奉
仕
に

送
ら
れ
、
八
月
敗
戦

直
後
置
き
去
り
に
さ

れ
、
進
攻
し
て
き
た
ソ
連
軍
の
激
し

い
爆
撃
を
受
け
な
が
ら
、
家
族
の
待

つ
新
京
（
現
在
の
長
春
市
）
ま
で
帰

る
壮
絶
な
実
体
験
記
録
の
映
画
化
で

す
。

会
員
の
皆
様

も
上
映
運
動
成

功
へ
の
お
力
添

え
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

前
売
り
券
１

２
０
０
円
で
販

売
中
で
す
、
府

連
事
務
所
ま
で

連
絡
く
だ
さ
い
。

カ
レ
ン
ダ
ー
「
中
国
悠
久
の
旅
」
の

販
売
が
始
ま
り
ま
し
た
。
カ
ラ
ー
十
三

枚
綴
り
で
、

千
二

百

円

で
す

。

お

問
い

合

わ

せ
、

ご

注

文
は

お

近

く
の

支

部

又
は

府

連

事
務

所

ま

で
。
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「
ソ
満
国
境
十
五
歳
の
夏
」
上
映
近
づ
く

新
京
中
学
生

壮
絶
な
実
体
験
の
記
録

府連通信

十
月
二
九
日
（
木
）
東
淀
川
区
の

中
国
帰
国
者
セ
ン
タ
ー
で
「
中
国
残

留
邦
人
等
へ
の
理
解
を
深
め
る
集
い
」

が
開
催
さ
れ
山
本
副
会
長
、
石
井
が

参
加
し
ま
し
た
。
辻
本
セ
ン
タ
ー
理

事
長
の
挨
拶
と
「
中
国
残
留
邦
人
等

へ
の
支
援
と
現
状
」
に
つ
い
て
の
講

演
が
あ
り
、
続
い
て
残
留
孤
児
の
黒

川
さ
ん
に
よ
る
「
麻
山(

マ
サ
ン)

事

件
」
体
験
談
が
あ
り
ま
し
た
。

七
六
歳
、
黒
川
さ
ん
の
日
本
語
は

自
称
小
学
一
年
程
度
と
の
こ
と
で
通

訳
を
つ
け
て
の
お
話
で
す
。
一
九
四

五
年
八
月
九
日
ソ
連
軍
の
参
戦
が
始

ま
り
ま
し
た
。
主
力
を
南
方
に
転
戦

し
た
関
東
軍
は
日
本
国
民
を
守
る
こ

と
も
せ
ず
、
満
蒙
開
拓

団
は
悲
惨
な
状
況
に
陥

り
ま
し
た
。

哈
達
河(

ハ
タ
ホ)

開

拓
団
千
三
百
人
の
う
ち

四
百
名
以
上
が
自
殺
を

強
要
さ
れ
、
生
き
残
っ

た
の
は
七
人
の
子
供
だ

け
と
い
う
悲
惨
な
経
験

（
麻
山
事
件
）
を
話
さ

れ
ま
し
た
。
亡
く
な
っ

た
お
母
さ
ん
と
お
姉
さ
ん
が
覆
い
か

ぶ
さ
る
よ
う
に
抱
き
し
め
て
く
れ
た

こ
と
で
一
命
を
取
り
留
め
ま
し
た
。

ご
自
分
は
確
認
に
来
た
日
本
兵
が

覆
っ
て
い
た
毛
布
を
銃
剣
で
は
が
し

た
際
に
左
上
腕
を
傷
つ
け
ら

れ
障
害
を
残
し
ま
し
た
。
六

歳
の
少
年
が
体
験
し
た
あ
ま

り
に
も
悲
惨
な
体
験
に
途
中

で
メ
モ
を
と
る
こ
と
す
ら
忘

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

第
二
部
は
『
多
文
化
交
流
』

の
楽
し
い
時
間
で
す
。
近
大

の
学
生
さ
ん
や
台
湾
か
ら
の

留
学
生
さ
ん
も
い
ま
す
。
六

つ
の
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
食

べ
き
れ
な
い
ほ
ど
の
ご
馳
走

が
並
ん
で
い
ま
す
。
水
餃
子
、

豆
腐
皮
（
湯
葉
）
、
木
耳
、

唐
揚
げ
、
茶
煮
抜
き
、
落
花

生
の
塩
煮
等
々
す
べ
て
帰
国
二
世
三

世
、
地
域
の
方
々
の
協
力
に
よ
る
手

作
り
で
味
も
最
高
で
す
。

い
ま
中
国
で
流
行
っ
て
い
る
「
広

場
ダ
ン
ス
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
が
、

踊
っ
て
い
る
ご
婦
人
た
ち
の
表
情
が

素
晴
ら
し
く
本
当
に
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

帰
国
者
へ
の
支
援
は
、
行
政
か
ら

の
補
助
事
業
が
打
ち
切
ら
れ
、
「
セ

ン
タ
ー
」
の
土
地
は
大
阪
府
の
も
の

で
、
立
ち
退
き
を
迫
ら
れ
る
な
か
、

三
年
前
か
ら
有
償
で
貸
与
さ
れ
て
い

る
状
況
で
す
。
今
後
、
帰
国
者
に
対

し
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
具

体
的
に
ど
う
い
う
支
援
が
で
き
る
の

か
、
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

「
帰
国
者
セ
ン
タ
ー
」
は
淀
川
を
は

さ
ん
で
、
向
こ
う
側
と
こ
っ
ち
側
と

い
う
近
く
に
あ
り
、
今
後
も
交
流
と

連
帯
を
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
、
と

痛
感
し
ま
し
た
。

大
阪
府
連
に
と
っ
て
大
変
に
参
考

に
な
り
、
学
ぶ
べ
き
点
が
い
っ
ぱ
い

あ
る
催
し
で
し
た
。(

石
井
）

中
国
残
留
邦
人
の
つ
ど
い

開
拓
団
「
麻
山
事
件
」
悲
惨
な
体
験
談

２
０
１
６

カ
レ
ン
ダ
ー

販
売
始
ま
る

ソ満国境１５歳の夏 １２月１８日 (金 )
①10： 30②13：30③16： 00④18：45

天満橋ドーンセンターホール7階
前売り券 1200円 発売中

103期（2015年10月～2016年3月）

会員割引(5,400円) 中途入学できます

中国語に興味のある方を、紹介してくだ

さい。紹介謝礼(3,000円)もあります。

個人レッスンも随時入学可能！！

中国語教室 開講



関
西
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
事

務
局
長
会
議
が
十
月
十
八

日
に
開
催
さ
れ
、
京
都
、

奈
良
、

滋
賀
、
大
阪
、
和

歌
山
、
兵
庫
の
十
一
連
合

会
・
支
部
か
ら
十
五
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

上
田
雅
美
本
部
常
任
理

事
の
開
会
挨
拶
に
続
き
、

矢
崎
光
晴
本
部
事
務
局
長

が
「
組
織
拡
大
強
化
特
別

期
間
」
の
目
的
と
手
立
て
、

全
国
の
組
織
現
状
と
課
題
、

「
中
国
脅
威
論
」
を
め
ぐ

る
情
勢
の
と
ら
え
方
な
ど
を
中
心
に
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
二
十
年
余
り
の
間
に

複
数
の
連
合
会
・
支
部
が
組
織
を
半
減

さ
せ
た
原
因
が
、
支
部
の
減
少
に
あ
る

こ
と
を
率
直
に
指
摘
し
、
新
た
な
支
部

づ
く
り
と
支
部
活
動
を
基
本
に
す
る
必

要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。

『
村
瀬
守
保
写
真
展
』
や
『
望
郷
の

鐘
』
の
上
映
会
、
毎
月
の
行
事
な
ど
で

会
員
拡
大
に
取
り
組
む
報
告
や
、
新
し

い
支
部
作
り
の
計
画
な
ど
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。
各
組
織
と
も
拡
大
や
支
部

作
り
は
こ
れ
か
ら
だ
と
そ
れ
ぞ
れ
発
言

が
あ
り
、
矢
崎
事
務
局
長
の
討
議
の
ま

と
め
と
、
渡
辺
武
本
部

副
会
長
・
大

阪
府
連
会
長
の
閉
会
挨
拶
で
は
、
と
も

に
「
こ
の
日
が
関
西
の
活
動
を
大
き
く

変
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い

か
」
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

九
月
の
「
平
和
の
旅
」

参
加
者
か
ら
本
部
へ
入
会

申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

大
阪
で
も
東
大
阪
支
部
や

門
真
支
部
、
吹
田
支
部
、

西
支
部
で
会
員
拡
大
が
始

ま
り
ま
し
た
が
、
一
進
一

退
で
微
増
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。

会
員
拡
大
と
新
し
い
支

部
作
り
へ
の
参
加
、
組
織

強
化
の
取
り
組
み
に
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

三
八
回
目
の
全
大
阪
き
り
え
美
術
展

は
、
新
し
く
広
い
会
場
で
開
催
し
、
大

勢
の
鑑
賞
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
出
品

点
数
は
八
四
名
・
九
〇
点
（
二
点
六
名
、

一
点
七
八
名
）
で
し
た
。

会
場
は
、
大
阪
く
ら
し
の
今
昔
館
の

併
設
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
外
国
か
ら
の
観

光
客
も
多
く
、
入
場
者
は
千
名
近
く
あ

り
ま
し
た
。
四
十
回
展
は
、
百
名
の
出

品
、
千
名
の
入
場
者
で
迎
え
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

十
二
月
二
日
（
水
）
二
時
か
ら
日
中

文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
来
年
の
干
支
『
猿
』

を
テ
ー
マ
に
、
き
り
え
で
創
る
干
支
色

紙
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

参
加
費
・
資
料
代
は
千
円
で
す
。

二

時

か
ら
九

時
ま
で

の
都
合

の
良
い

時
間
帯

に
お
越

し
く
だ

さ
い
。

十
二
月
十
三
日
（1

9
3
7

年
）
は
南
京

大
虐
殺
事
件
記
念
日
で
す
。
安
倍
政
権

や
一
部
の
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に
よ
っ
て

「
虐
殺
は
な
か
っ
た
」
「
誇
大
視
し
て

い
る
」
な
ど
と
歴
史
歪
曲
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
長
く
続
い
て
い
る
現
在
こ
そ
、
私

た
ち
は
歴
史
と
事
実
と
を
直
視
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
南
京
事
件
を
掘
り

下
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
諸
団
体
が
、

十
一
月
二
八
日(

土)

九
時
五
十
分
か
ら

「
南
京
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭
」

を
開
催
し
ま
す
。

（
前
売
り
券
１
５
０
０
円
取
り
扱
い
中
）

２
０
１
６
年
は
、
「
日
中
友
好
協
会

太
極
拳
普
及
四
〇
周
年
」
に
あ
た
り
、

十
一
月
に
は
東
京
で
「
普
及
四
〇
周
年

記
念
太
極
拳
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
ま
た
関
西
で
も
五
月
に
「
プ
レ
企

画
太
極
拳
ま
つ
り
」
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

初
稽
古
は
「
日
中
友
好
協
会
太
極
拳

普
及
四
〇
周
年
記
念
プ
レ
ミ
ニ
表
演
会
」

と
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

一
月
十
一
日
（
月
）
成
人
の
日

守
口
市
民
体
育
館
二
階
武
道
室

九
時
半
～
受
付

十
時
～
開
講

午
前
中
は
種
目
練
習

一
時
～

ミ
ニ
表
演
会

三
時
半

全
体
終
了
予
定

連
絡
は
守
口
太
極
拳
班

内
藤
ま
で
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関
西
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
事
務
局
長
会
議

拡
大
や
支
部
作
り
は
こ
れ
か
ら

全
大
阪
き
り
え
展
に
千
名
来
場
、

十
二
月
に
西
支
部
主
催
干
支
色
紙
講
習
会

南
京
映
画
祭

エ
ル
大
阪

南
館
五
階
で

太
極
拳
新
春
初
稽
古

九
月
一
日
か
ら
四
日
ま
で
『
人
民

解
放
軍
参
加
老
戦
士
団
』
三
五
名
は

中
国
政
府
の
招
待
で
、
中
国
人
民
抗

日
戦
争
及
び
反
フ
ア
シ
ス
ト
戦
争
勝

利
七
〇
周
年
記
念
大
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
「
八
路
軍
及
び
新
四
軍
研
究

会
」
か
ら
「
皆
さ
ん
は
過
去
人
民
解

放
軍
に
参
加
し
て
、
中
国
革
命
に
大

き
な
貢
献
を
し
た
、
中
国
人
民
は
忘

れ
る
こ
と
は
な
い
、
感
謝
し
て
い
る
」

と
の
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

三
日
の
天
安
門
広
場
に
お
け
る
閲

兵
式
は
、
規
模
と
参
加
人
員
の
多
い

の
に
驚
愕
し
た
。
約
五
万
人
の
参
加

で
、
行
進
参
加
者
一
万
二
千
人
、
中

国
軍
五
〇
隊
列
、

航
空
機
１
３
８
機
、

地
上
装
備
５
４
９

機
、
十
七
ヶ
国
の

外
国
軍
隊
８
６
９

人
が
参
加
し
ま
し

た
。
隊
列
が
天
安
門
前
を
挙
手
行
進

し
、
習
近
平
主
席
自
身
が
車
上
か
ら
、

整
列
軍
人
の
前
を
閲
兵
し
『
同
志
們

好
、
辛
苦
了
』
（
同
志
た
ち
お
早
う
、

ご
苦
労
さ
ま
）
と
マ
イ
ク
を
使
っ
て

い
ま
し
た
。

さ
ら
に
『
七
〇
年
前
の
抗
日
戦
争

の
勝
利
は
軍
国
主
義
の
侵
略
を
徹
底

的
に
粉
砕
し
、
民
族
の
恥
辱
を
洗
い

流
し
た
。
こ
の
偉
大
な
勝
利
は
中
華

人
民
共
和
国
の
地
位
を
確
立
し
、
わ

が
民
族
の
偉
大
な
復
興
へ
の
前
途
と

発
展
を
切
り
開
い
た
。
ま
た
反
フ
ア

シ
ズ
ム
戦
争
で
の
中
国
の
勝
利
と
貢

献
は
偉
大
な
も
の
だ
っ
た
。
世
界
平

和
の
た
め
に
大
い
に
貢
献
し
た
い
』

と
約
三
〇
分
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
全
国
民
の
行
事
と
し

て
取
り
組
ま
れ
、
十
三
億
余
の
全
人

民
の
心
が
動
き
統
一
し
た
こ
と
に
大

き
な
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

軍
事
パ
レ
ー
ド
で
あ
り
な
が
ら
戦

争
は
い
け
な
い
、
全
世
界
に
平
和
の

大
切
さ
を
示
威
し
て
い
る
よ
う
に
、

思
い
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

そ
し
て
今
後
の
日
中
友
好
運
動
の

発
展
に
力
を
尽
く
し
た
い
と
決
意
い

た
し
ま
し
た
。(

東
大
阪
支
部

北
郷)

抗
日
戦
勝
利
七
〇
年
式
典
に
招
か
れ
る

新
中
国
の
建
設
に
貢
献
「
老
戦
士
団
」


